












































































国立歴史民俗博物館 （以下、 歴博と略称する） には三種の 『論語 〔集解〕 』

























 二五 ・ 九×横





































 一八 ・二糎） 、有界（界幅
 








葉及び末 八 第一三葉～第一八葉、同冊巻九の第五葉～第一七 ）　「幾巻幾」 （第二冊巻九の初葉）の如くである。　墨筆による返点・送仮名・竪点・傍に音訓、朱筆による句点・校異注等、















































































































































































































































































































 一一 ・ 四×横































 二 ・ 六×横
 二 ・ 六糎）印文不明
　　
②単郭方形陰刻朱印（縦
 一 ・ 〇×横




 一 ・ 〇×横




 二 ・ 六×横




 六 ・ 六糎）印文不明
　　
⑥単郭長方陽刻朱印 （縦
 三 ・ 八×横









 一 ・ 六×横
 一 ・ 六
糎） 「三井／高堅」 （三井高堅所用） 、その下部に単郭長方陰刻朱印（縦
 
一 ・ 八×横
 一 ・ 六糎） 「聴氷五十／五歳以／後所得」 （三井高堅所用） 〈第
二冊末葉の次葉 〈原装 後遊紙か〉 にも同様の印記あり〉 、 更にその下部、すなわち第一冊末 裏の左下部に双郭方形陰刻朱印（縦




 一 ・ 七×横









































 一 ・六糎） 「稽
古／主人」 （平敬道所用カ） 、 左端中央やや下部に②単郭方形陰刻朱印 （縦
 
一 ・ 九×横
 一 ・ 九糎） 「平印／敬
」 （平敬道所用） 、 ③単郭方形陽刻朱印 （縦
 
一 ・九×横





 一 ・ 五糎） 「三井高／堅印」 （三井高堅所用） 、その下部に単郭
長方陰刻朱印（縦
 一 ・ 八×横
 一 ・ 六糎） 「聴氷五十／五歳以／後所得」 （三
井高堅所用） （第一冊末葉裏にも同様の印記あり） 、更にその下部に双郭長方陰刻朱印（縦
 二 ・一×横
 一 ・七糎） 「後天／良堂」 （三井高堅所用）
の三種の印記が鈐印される。　
該本を保管する木箱の蓋の内側の、 右端中央部 単郭方形陽刻朱印 （縦
 
一 ・ 七×横
 一 ・ 七糎） 「高堅／所集」 （三井高堅所用） 〈第二冊末葉裏左下
部の印と同様〉 、 右下部に単郭方形陽刻朱印（縦
 四 ・ 三×横
 一 ・ 六糎） 「三
井家」 （三井高堅所用） 、左下部に単郭長方陽刻朱印（縦
 一 ・ 五×横
 一・









 一 ・一糎） 「□／□」 （所用者不明） 、下部に単
郭方形陽刻朱印（縦
 〇 ・ 八×横
 〇 ・ 八糎） 「甲子／所得」 （三井高堅所用
カ） 、左下部に単郭方形陽刻朱印（縦
 〇 ・ 八×横
 〇 ・ 八糎） 「氷／齋」 （三
井高堅所用）の三種の 記が鈐印される。　
各冊の書根に、 「和泉本







































































 二八 ・ 八×横


















 一四 ・ 七×横































































 二五 ・ 一×横
 一六 ・ 二糎） 、 有界（界幅
 二 ・








































































上巻一〇葉裏の第一行欄脚 「十」 、上 二七葉裏に「□
〔三十カ〕
□」 、下巻

















 一 ・ 三×横
 〇 ・ 六糎） 「月




























































 二八 ・ 五×横






































































 二〇 ・ 五×横








墨筆の「常本」 「一本」 朱筆の「常之本」 「常
ノ










































































































































 二 ・ 七
×横
 二 ・〇糎） 「伏原」 、単郭円形陽刻朱印（直径
 一 ・六糎） 「清／原」 、
単郭方形陰刻朱印 （縦
 二 ・ 五×横
 二 ・ 五糎） 「宣光／之印」 （伏原宣光所用）
が各一顆、鈐印される。　























伝来禁裏本目録』 ［分類目録編］ （国立歴史民俗博物館 二〇〇九年） 、〈同［
8─
（］〉 『同』 ［奥書刊記集成・解説編］ （国立歴史民俗博物館、
二〇〇九年）に著録される。　
以上、歴博に収蔵される三種の版本『論語〔集解〕 』の書誌事項を簡














 儒教篇一』 〈角川書店、 一九七八年〉 所収。前半部を 「本邦旧鈔本論語の二系統」
























      　　　　　














一九九五年〉所収） 、久保尾俊郎「磯淳の旧蔵書」 （ 『ふみくら』№
（9、二〇一〇







 第三巻中（三井文庫、一九九四年） 、 『同』
本篇





































例えば、京都大学附属図書館清家文庫所蔵 、 『易抄』 （清家文庫
 一─六二／
エ／七貴） 、 『尚書抄』 （清家文庫
 一─六三／シ／七貴）の両書には「伏原」 、 「宣
光／之印」の両印記が鈐印されている。
（国立歴史民俗博物館研究部非常勤研究員（研究支援者） 、
国立歴史民俗博物館共同研究員）
　（二〇一四年七月二八日受付、二〇一五年一月二六日審査終了）
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